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■
四
国
地
区
木
材
市
場
連
盟
第

96
回
定
期
総
会
を
開
催

　
事
業
計
画
、
決
算
報
告
等
を
承
認
、
情

報
交
換
会
を
開
催

四
国
地
区
木
材
市
場
連
盟
（
会
長
・
樋
口
哲

也
（
株
）
大
洋
木
材
社
長
）
は
、
４
月
17
日
、

マ
リ
ン
パ
レ
ス
さ
ぬ
き
（
高
松
市
）
に
お
い
て

第
96
回
定
期
総
会
を
開
い
た
。

出
席
者
は
約
30
名
で
、
連
盟
所
属
の
役
職
員

の
ほ
か
、
来
賓
と
し
て
四
国
森
林
管
理
局
宮
沢

一
正
森
林
整
備
部
長
、
原
田
康
弘
資
源
活
用
課

長
、
志
賀
照
幸
香
川
森
林
管
理
事
務
所
長
、
香

川
県
環
境
森
林
部
神
高
洋
一
森
林
・
林
業
政
策

課
長
、
神
野
真
視
子
副
主
幹
、
日
刊
木
材
新
聞

社
大
阪
支
社
末
岡
隆
文
氏
等
が
出
席
し
、
当
連

盟
か
ら
は
柱
本
修
専
務
が
出
席
し
た
。

議
事
で
は
、
令
和
４
年
度
事
業
報
告
・
同
収

支
決
算
、
令
和
５
年
度
事
業
計
画
（
案
）・
同

収
支
予
算
（
案
）
が
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
全

市
連
功
労
者
会
長
賞
候
補
者
の
推
薦
等
に
つ
い

て
承
認
さ
れ
た
。

開
会
に
当
た
り
樋
口
会
長
は
、「
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
諸
物
価
の
値
上
り
な
ど

様
々
な
要
因
で
先
が
読
み
に
く
い
時
代
で
は
あ

る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
終
息
や
外
国
人

観
光
客
が
戻
り
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
効
果
が
期
待
で

き
る
な
ど
明
る
い
兆
し
も
み
え
て
き
た
。
我
々

も
木
材
業
界
の
一
員
と
し
て
木
材
の
需
要
拡
大

を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に

は
会
員
相
互
の
意
見
交
換
が
大
切
。
今
後
と
も

皆
様
の
よ
き
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
も
っ
て
四
国
木

材
市
場
連
盟
の
活
動
に
ご
協
力
を
お
願
い
す

る
。」
と
挨
拶
し
た
。
続
い
て
、
来
賓
の
四
国

森
林
管
理
局
の
宮
沢
部
長
、
香
川
県
の
神
高
課

長
か
ら
御
挨
拶
が
あ
っ
た
。

情
勢
報
告
に
つ
い
て
は
、
四
国
森
林
管
理
局

か
ら
、「
新
し
い
林
業
」
に
お
け
る
取
組
の
方

向
性
、
新
し
い
林
業
実
行
プ
ラ
ン
の
進
め
方
、

四
国
森
林
管
理
局
の
令
和
５
年
度
の
生
産
販
売

事
業
の
概
要
（
製
品
販
売
量
、
立
木
販
売
量
、

シ
ス
テ
ム
販
売
量
等
）
等
に
つ
い
て
説
明
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
香
川
県
森
林
・
林
業
政
策
課

か
ら
は
、
県
産
木
材
の
供
給
と
利
用
促
進
の
た

め
の
事
業
と
し
て
、
香
川
県
産
木
材
住
宅
助
成

事
業
（
県
産
木
材
の
利
用
量
に
応
じ
て
県
産
木

材
購
入
経
費
の
一
部
を
補
助
）、
木
と
ふ
れ
あ

う
空
間
整
備
支
援
事
業
（
Ｐ
Ｒ
効
果
の
高
い
公

的
ス
ペ
ー
ス
で
県
産
木
材
を
利
用
し
た
場
合
、

県
産
木
材
購
入
費
の
一
部
を
補
助
）
等
の
事
業

の
紹
介
が
あ
っ
た
。

各
県
の
参
加
者
か
ら
、
各
県
に
お
け
る
木
材

市
況
等
の
最
近
の
情
勢
が
発
表
さ
れ
、
有
意
義

な
情
報
・
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
日
刊
木
材

の
末
岡
氏
か
ら
は
、
最
近
の
外
材
の
動
き
を
中

心
に
、
合
板
メ
ー
カ
ー
の
生
産
状
況
、
欧
州
材

と
米
材
製
材
品
の
価
格
の
動
き
、
米
国
の
住
宅

着
工
の
状
況
、
欧
州
材
の
輸
入
と
価
格
の
見
通

し
、
今
後
の
市
況
の
見
通
し
等
に
つ
い
て
の
詳

細
な
情
報
が
提
供
さ
れ
た
。
全
市
連
柱
本
専
務

は
、
全
市
連
令
和
５
年
度
事
業
計
画
・
予
算
、

木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
習
会
、
中
央
需
給

情
報
連
絡
協
議
会
、
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
の
開

催
、木
材
輸
入
の
動
向
等
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

■
全
市
連
近
畿
支
部
定
期
総
会

を
開
催
　
決
算
報
告
書
、
収
支
予
算

書
等
を
承
認

全
市
連
近
畿
支
部
（
会
長
・
西
垣
泰
幸 

西

垣
林
業
（
株
）
会
長
）
は
、
４
月
24
日
、
Ｄ
Ａ

Ｉ
Ｗ
Ａ 　
Ｒ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｌ 

Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｋ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ａ
（
奈
良
県
橿
原
市
）
に

お
い
て
、
２
０
２
３
年
度
の
定
期
総
会
を
開
催

し
た
。

近
畿
地
区
の
全
市
連
会
員
の
他
、
日
刊
木
材

新
聞
社
大
阪
支
社 

末
岡
隆
文
氏
、（
株
）
林
経

新
聞
社 

渡
邉
健
取
締
役
編
集
企
画
担
当
、
東

洋
木
材
新
聞
社 

島
崎
公
一
社
主
等
20
名
が
出

席
し
た
。
当
連
盟
か
ら
は
柱
本
修
専
務
が
出
席

し
た
。

西
垣
会
長
は
、
開
会
挨
拶
で
「
一
年
前
の
近

畿
支
部
総
会
の
際
に
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
に
触
れ
た
が
、
そ
の
後
１
年
２
か
月
経
っ
て

も
終
息
せ
ず
よ
り
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
き

た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
糧
な
ど
諸
物
価
高
騰
に

よ
り
購
買
の
マ
イ
ン
ド
が
低
下
し
、
住
宅
着
工

に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
一
日
も
早
い
終

息
を
願
う
。
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
は
、
大

阪
木
材
相
互
市
場
の
伊
藤
社
長
の
黄
綬
褒
章
の

受
賞
、兵
庫
県
の（
株
）山
崎
木
材
市
場
と（
株
）

キ
ョ
ウ
ワ
（
和
田
山
木
材
市
場
）
の
加
入
が
あ

る
。
ま
た
昨
年
開
設
さ
れ
た
ウ
ッ
ド
メ
ッ
セ
奈

良
が
順
調
に
木
材
流
通
の
要
の
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。
買
い
方
様
と
荷
主
様
の
利
便
性
や
効

率
性
を
考
え
る
と
こ
の
よ
う
に
ま
と
ま
っ
た
機

会
を
提
供
す
る
こ
と
は
重
要
な
サ
ー
ビ
ス
で
あ

る
。
こ
う
し
た
動
き
が
広
が
り
強
い
木
材
市
場

に
な
る
こ
と
が
流
通
の
要
と
し
て
の
役
割
を
果

た
す
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
環
境
問
題
へ
の
世

の
中
の
関
心
の
高
ま
り
を
我
々
の
力
に
変
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
全
市
連
と
し
て
は

皆
様
に
情
報
提
供
し
、
木
材
市
場
の
貢
献
を
明

ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
が
役
割
と
考
え
て
い

る
。」
と
述
べ
た
。

続
い
て
議
事
に
移
り
、
２
０
２
２
年
近
畿
支

部
決
算
報
告
書
及
び
監
査
報
告
、
２
０
２
２
年

収
支
明
細
２
０
２
３
年
収
支
予
算
書
等
が
起
案

さ
れ
承
認
さ
れ
た
。
情
報
交
換
で
は
、
日
刊
木

材
新
聞
社
の 

末
岡
氏
か
ら
、
国
内
の
住
宅
着

工
の
動
向
、
製
材
・
集
成
材
の
生
産
と
価
格
の

動
向
、
欧
州
材
と
米
材
製
材
品
の
輸
入
と
価
格

の
動
向
、
米
国
の
住
宅
着
工
の
動
向
、
今
後
の

「四国地区木材市場連盟総会の様子」
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市
況
の
見
通
し
等
に
つ
い
て
の
情
報
が
提
供
さ

れ
た
。
全
市
連
柱
本
専
務
は
、
全
市
連
令
和
５

年
度
事
業
計
画
・
予
算
、
木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

養
成
講
習
会
、
中
央
需
給
情
報
連
絡
協
議
会
、

ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
の
開
催
、
木
材
輸
入
の
動

向
等
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

そ
の
後
、
出
席
者
に
よ
る
市
況
や
対
応
状
況

等
に
つ
い
て
の
有
意
義
な
情
報
・
意
見
交
換
が

行
わ
れ
た
。

■
令
和
４
年
度
木
材
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
養
成
講
習
結
果

当
連
盟
は
、
３
月
29
日
（
水
）、
東
京
都
文

京
区
の
林
友
ビ
ル
会
議
室
に
て
「
木
材
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
認
定
審
査
委
員
会
」
を
開
催
し
た
。
委

員
会
に
は
、
岡
野
健
東
京
大
学
名
誉
教
授
を
は

じ
め
と
す
る
講
師
が
出
席
し
、
今
年
２
月
に
東

京
会
場
と
大
阪
会
場
で
開
催
し
た
「
令
和
４
年

度
木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
習
会
」
の
受
講

者
に
つ
い
て
試
験
結
果
等
を
も
と
に
資
格
認
定

審
査
を
行
い
、
合
格
者
75
名
を
決
定
し
た
。
合

格
者
は
全
市
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
木
材
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
掲
載
す
る
。
合
格
者
は
以
下

の
と
お
り
（
敬
称
略　

五
十
音
順
）。

秋
山
菜
々
子（
東
京
都
）、阿
部
寛（
大
分
県
）、

荒
井
優
紀
子
（
神
奈
川
県
）、
荒
川
考
旦
（
千

葉
県
）、新
田
大
輔
（
東
京
都
）、安
藤
由
枝
（
香

川
県
）、飯
沼
順
司
（
岐
阜
県
）、石
田
亜
門
（
栃

木
県
）、伊
藤
次
郎
（
岐
阜
県
）、伊
藤
智
明
（
埼

玉
県
）、糸
久
潤
平
（
岐
阜
県
）、井
波
雅
博
（
福

井
県
）、岩
腰
佳
奈
（
東
京
都
）、浦
田
将
成
（
三

重
県
）、大
塚
典
子
（
大
阪
府
）、大
原
徳
観
（
奈

良
県
）、
大
山
謙
司
（
神
奈
川
県
）、
海
瀬
隆
太

郎
（
和
歌
山
県
）、
柏
春
菜
（
岐
阜
県
）、
金
井

忠
義
（
栃
木
県
）、
神
谷
佳
樹
（
岡
山
県
）、
神

谷
真
古
人
（
大
阪
府
）、川
原
洋
平
（
岡
山
県
）、

神
澤
義
栄（
群
馬
県
）、城
内
広
幸（
神
奈
川
県
）、

木
島
剛
智
（
東
京
都
）、久
保
秀
夫
（
埼
玉
県
）、

栗
林
一
郎
（
東
京
都
）、栗
原
庸
至
（
埼
玉
県
）、

越
川
喜
直（
神
奈
川
県
）、小
嶋
は
な（
愛
知
県
）、

小
林
憲
司
（
徳
島
県
）、佐
藤
貴
則
（
千
葉
県
）、

佐
藤
伸
幸（
神
奈
川
県
）、佐
野
且
哉（
埼
玉
県
）、

三
城
繫
伸
（
愛
知
県
）、柴
田
伸
吾
（
大
分
県
）、

菅
田
啓
子
（
広
島
県
）、鈴
木
省
吾
（
福
島
県
）、

鈴
木
宏
幸（
神
奈
川
県
）、鈴
木
文
也（
福
島
県
）、

関
根
出
（
神
奈
川
県
）、
仙
波
一
二
三
（
神
奈

川
県
）、
髙
江
政
宏
（
鹿
児
島
県
）、
髙
増
幹
弥

（
東
京
都
）、
竹
内
清
里
香
（
兵
庫
県
）、
多
田

正
嗣
（
大
阪
府
）、
長
南
賢
（
埼
玉
県
）、
土
屋

富
久
（
神
奈
川
県
）、露
木
清
重
（
神
奈
川
県
）、

十
倉
天
（
高
知
県
）、
戸
田
政
宏
（
兵
庫
県
）、

戸
谷
誠
（
東
京
都
）、
中
江
剛
（
大
阪
府
）、
中

川
昴
（
岐
阜
県
）、
中
野
洋
司
（
大
分
県
）、
中

村
洋
子
（
埼
玉
県
）、長
谷
部
美
優
（
岐
阜
県
）、

馬
場
美
沙
（
東
京
都
）、半
渡
智
康
（
宮
崎
県
）、

藤
江
紗
良
（
岐
阜
県
）、
藤
村
司
（
東
京
都
）、

藤
村
美
華（
東
京
都
）、前
田
岳
彦（
神
奈
川
県
）、

令
和
４
年
の
木
造
建
築
物
の
床
面
積
ベ
ー
ス

の
着
工
状
況
は
、
３
階
建
て
以
下
の
低
層
住
宅

の
木
造
率
は
82
・
３
％
、
低
層
非
住
宅
建
築
物

の
木
造
率
は
14
・
０
％
、
中
高
層
建
築
物
の
木

造
率
は
住
宅
・
非
住
宅
と
も
に
０
・
１
％
以
下

で
あ
っ
た
。
中
高
層
建
築
物
の
木
造
率
は
低
位

で
あ
る
が
、
中
高
層
木
造
建
築
物
の
床
面
積
は

対
前
年
で
約
４
、６
０
０
㎡
増
加
し
て
お
り
、

過
去
10
年
間
増
加
傾
向
で
推
移
し
て
い
る
。

ま
た
、
建
築
物
木
材
利
用
促
進
協
定
に
つ
い

て
、
令
和
４
年
12
月
末
時
点
で
国
で
は
８
件
、

地
方
公
共
団
体
で
は
46
件
（
令
和
５
年
３
月
15

日
時
点
で
国
で
は
10
件
、
地
方
公
共
団
体
で
は

60
件
）
の
協
定
が
締
結
さ
れ
て
お
り
、
令
和
４

年
12
月
末
ま
で
に
計
１
５
、１
０
０
㎥
の
木
材

が
使
用
さ
れ
た
。

○
国
が
整
備
す
る
公
共
建
築
物
に
お
け
る
木
材

の
利
用
の
目
標
の
達
成
状
況
（
令
和
３
年
度
実

績
）令

和
３
年
度
に
国
が
整
備
し
た
公
共
建
築
物

の
う
ち
、
積
極
的
に
木
造
化
を
促
進
す
る
と
さ

れ
た
低
層
の
公
共
建
築
物
に
つ
い
て
、
木
造
化

さ
れ
た
公
共
建
築
物
は
75
棟
あ
り
、
林
野
庁
・

国
土
交
通
省
の
合
同
検
証
チ
ー
ム
に
よ
る
検
証

結
果
を
踏
ま
え
た
木
造
化
率
は
97
％
で
あ
っ

た
。

○
林
野
庁
は
、
令
和
３
年
度
の
公
共
建
築
物
の

木
造
率
の
試
算
を
公
表
し
た
。
林
野
庁
で
は
、

平
成
22
年
に
「
公
共
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材

の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ

て
以
降
、
公
共
建
築
物
の
木
造
化
の
進
捗
状
況

を
捉
え
る
た
め
、
年
度
毎
の
公
共
建
築
物
の
木

造
率
（
床
面
積
ベ
ー
ス
）
を
国
土
交
通
省
の
建

築
着
工
統
計
調
査
を
用
い
て
試
算
し
て
お
り
、

令
和
３
年
度
に
着
工
さ
れ
た
公
共
建
築
物
の
木

造
率
は
、
公
共
建
築
物
全
体
で
は
、
13
・
２
％

松
岡
利
哉（
千
葉
県
）、松
下
健
太（
神
奈
川
県
）、

南
川
祐
也
（
群
馬
県
）、向
井
千
勝
（
東
京
都
）、

森
本
泰
生
（
奈
良
県
）、矢
田
貝
茂
（
岡
山
県
）、

山
田
康
成
（
茨
城
県
）、
山
本
剛
（
三
重
県
）、

湯
川
広
樹
（
岡
山
県
）、吉
田
俊
平
（
千
葉
県
）、

渡
邉
星
児
（
兵
庫
県
）

■
政
府
が
建
築
物
に
お
け
る
木

材
利
用
の
状
況
を
公
表

農
林
水
産
省
は
、
３
月
30
日
、
木
材
利
用
促

進
本
部
（
本
部
長
：
農
林
水
産
大
臣
）
に
お
い

て
「
令
和
４
年
度
建
築
物
に
お
け
る
木
材
の
利

用
の
促
進
に
向
け
た
措
置
の
実
施
状
況
の
取
り

ま
と
め
」
を
公
表
し
た
。
こ
の
報
告
は
、
令
和

３
年
10
月
に
施
行
さ
れ
た
「
脱
炭
素
社
会
の
実

現
に
資
す
る
等
の
た
め
の
建
築
物
等
に
お
け
る

木
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」（
以
下

「
木
材
利
用
促
進
法
」
と
い
う
。）
に
基
づ
い
て

公
表
さ
れ
る
も
の
。
概
要
は
次
の
通
り
。

○
建
築
物
一
般
に
お
け
る
木
材
の
利
用
の
促
進

に
向
け
た
取
組
（
令
和
４
年
実
績
）

「近畿支部定期総会の様子」

「木アド講習会の様子」



（3）令和 5年 5月 1日� 　（第781号）全　市　連　時　報

阜
県
が
47
・
３
％
、
秋
田
県
が
45
・
７
％
と

な
っ
た
。

■
新
設
住
宅
着
工
戸
数
の
動
き

令
和
４
年
の
新
設
住
宅
着
工
は
、
総
数
で
８

６
０
千
戸
と
な
っ
た
。
前
年
比
で
み
る
と
、
総

数
が
１
０
０
・
４
％
と
な
り
前
年
と
同
程
度
の

総
数
を
維
持
し
、
分
譲
が
１
０
４
・
７
％
、
賃

貸
が
１
０
７
・
４
％
と
前
年
よ
り
伸
び
た
が
、

持
家
は
前
年
比
88
・
７
％
と
大
幅
に
減
少
し

た
。
木
造
住
宅
は
４
７
８
千
戸
で
、
前
年
比

95
・
１
％
と
減
少
し
、
木
造
住
宅
戸
数
は
95
・

１
％
、
木
造
率
は
55
・
６
％
と
厳
し
い
状
況
と

な
っ
た
。
令
和
５
年
に
入
り
１
月
～
２
月
も
同

様
の
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

（
令
和
２
年
度
13
・
９
％
）、
建
築
主
別
の
木
造

率
を
見
る
と
、
国
が
２
・
２
％
、
都
道
府
県
が

４
・
３
％
、
市
町
村
が
７
・
２
％
、
民
間
と
個

人
が
20
・
０
％
と
な
っ
た
。（
注
：
民
間
と
は
、

民
間
事
業
者
が
建
築
す
る
教
育
施
設
、
医
療
、

福
祉
施
設
等
の
建
築
物
を
い
う
。）

低
層
（
３
階
建
て
以
下
）
の
公
共
建
築
物
で

は
、
木
造
率
が
29
・
４
％
（
令
和
２
年
度
29
・

７
％
）と
な
り
、概
ね
前
年
度
と
同
水
準
と
な
っ

た
。
建
築
主
別
の
木
造
率
を
み
る
と
、
国
が

12
・
８
％
、
都
道
府
県
が
10
・
８
％
、
市
町
村

が
15
・
９
％
、
民
間
と
個
人
が
36
・
５
％
と

な
っ
た
。

都
道
府
県
別
の
木
造
率
を
み
る
と
、
公
共
建

築
物
全
体
で
は
福
島
県
が
31
・
０
％
で
最
も
高

く
、
次
い
で
愛
媛
県
が
29
・
９
％
、
岩
手
県
が

29
・
３
と
高
く
、
低
層
の
公
共
建
築
物
で
は
、

宮
城
県
が
53
・
３
％
と
最
も
高
く
、
次
い
で
岐

■
製
材
・
集
成
材
の
輸
入
量

２
０
２
２
年
の
製
材
輸
入
量
は
、
Ｅ
Ｕ
か
ら

の
輸
入
量
が
２
、
５
７
２
千
㎥
、
カ
ナ
ダ
か
ら

の
輸
入
量
が
９
３
８
千
㎥
、
ロ
シ
ア
か
ら
の
輸

入
量
が
７
７
６
千
㎥
と
な
っ
た
。
集
成
材
の
輸

入
量
は
８
２
１
千
㎥
と
な
っ
た
。
特
に
Ｅ
Ｕ
か

ら
の
製
材
輸
入
量
は
２
０
２
１
年
末
か
ら
２
０

２
２
年
の
夏
こ
ろ
ま
で
増
加
し
た
た
め
、
２
０

２
２
年
の
合
計
は
対
前
年
比
19
％
増
加
と
な
っ

た
が
、
そ
の
後
急
激
に
減
少
し
、
２
０
２
３
年

２
月
に
は
１
４
４
千
㎥
と
な
り
、
過
去
一
年
余

り
で
大
幅
に
減
少
し
た
。
カ
ナ
ダ
と
ロ
シ
ア
か

ら
の
製
材
輸
入
量
も
昨
年
末
以
降
の
輸
入
量
は

昨
年
の
前
半
と
比
べ
る
と
減
少
し
た
。
Ｅ
Ｕ
か

ら
の
集
成
材
も
２
０
２
２
年
１
月
に
は
90
千
㎥

で
あ
っ
た
が
、
２
０
２
３
年
２
月
に
は
47
千
㎥

に
減
少
し
た
。
国
内
の
新
設
住
宅
着
工
数
の
動

向
を
踏
ま
え
、
輸
入
量
を
抑
制
す
る
状
況
が
続

い
て
い
る
。（
出
展
：
財
務
省
貿
易
統
計
、
林

野
庁
：
木
材
輸
入
実
績
）

■
木
材
製
品
の
価
格

製
材
品
等
の
価
格
の
推
移
を
全
国
平
均
で
示

す
。（
出
典
：
農
林
水
産
省
木
材
統
計
調
査
、

全
国
平
均
の
価
格
を
表
示
）

○
製
材
品
価
格
の
推
移

２
０
２
１
年
４
月
か
ら
の
製
材
価
格
の
上
昇

は
特
に
ヒ
ノ
キ
が
著
し
く
、
２
０
２
１
年
11
月

に
立
米
当
た
り
17
万
円
台
に
達
し
た
が
、
そ
の

後
価
格
は
低
下
し
、
２
０
２
３
年
３
月
に
は
１

１
４
、５
０
０
円
と
な
っ
た
。
一
方
、
ス
ギ
は

２
０
２
１
年
７
月
頃
か
ら
２
０
２
２
年
７
月
頃

「流山市おおぐろの森中学校」

「木造率の推移」

新設住宅着工戸数　速報（令和 ５年 ２月分）

年次月別 総　数
利用関係別 木造住宅

持　家 分　譲 貸　家 給　与 戸　数 木造率
2018年（H30） 942,370 283,235 255,263 396,404 7,468 539,394 57.2
2019年（R01） 905,123 288,738 267,696 342,289 6,400 523,319 57.8
2020年（R02） 815,340 261,088 240,268 306,753 7,231 469,295 57.6
2021年（R03） 856,484 285,575 243,944 321,376 5,589 502,330 58.7
2022年（R04） 859,529 253,287 255,487 345,080 5,675 477,883 55.6

対前年比（％） 100.4 88.7 104.7 107.4 101.5 95.1 94.8
2023年 1 月 63,604 16,627 22,698 24,041 238 32,509 51.1

2 月 64,426 18,368 21,062 24,692 304 34,490 53.5
対前月比 101.3 110.5 92.8 102.7 127.7 106.1 104.7

対前年同月比（％） 99.7 95.4 98.2 104.7 95.0 97.4 97.7
22.1～当月計 124,304 37,388 39,607 46,666 643 69,121 55.6
23.1～当月計 128,030 34,995 43,760 48,733 542 66,999 52.3

当月計前年比（％） 103.0 93.6 110.5 104.4 84.3 96.9 94.1
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○
集
成
管
柱
価
格
（
工
場
出
荷
価
格
）

２
０
２
１
年
の
ス
ギ
と
ホ
ワ
イ
ト
ウ
ッ
ド
の

集
成
管
柱
価
格
を
比
べ
る
と
、
ホ
ワ
イ
ト
ウ
ッ

ド
管
柱
の
価
格
が
、
２
、０
０
０
円
台
／
本
か

ら
著
し
く
高
騰
し
て
５
、０
０
０
円
／
本
を
超

え
る
ま
で
に
な
っ
た
。
一
方
、
ス
ギ
は
３
千
円

台
後
半
ま
で
上
昇
し
た
。
し
か
し
、
ホ
ワ
イ
ト

ウ
ッ
ド
間
柱
は
２
０
２
２
年
夏
以
降
に
価
格
が

急
激
に
低
下
し
、２
０
２
３
年
３
月
現
在
で
は
、

ス
ギ
と
同
程
度
の
約
３
、０
０
０
円
／
本
と

な
っ
て
い
る
。

○
合
板
用
と
チ
ッ
プ
用
の
素
材
価
格

合
板
用
ス
ギ
素
材
（
丸
太
）
の
価
格
は
２
０

２
１
年
を
通
じ
て
上
昇
し
、
２
０
２
２
年
夏
ま

で
１
６
、０
０
０
円
台
を
維
持
し
て
い
た
が
、

そ
の
後
低
下
し
、
２
０
２
３
年
３
月
現
在
、
１

５
、２
０
０
円
台
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、チ
ッ

プ
用
素
材
（
丸
太
）
の
価
格
は
、
全
国
的
に
増

加
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
需
要
と
の
競
合
か
ら

上
昇
し
、
２
０
２
１
年
当
初
の
６
、５
０
０
円

台
か
ら
２
０
２
３
年
３
月
に
は
７
、２
０
０
円

台
に
上
昇
を
続
け
て
い
る
。

今
年
は
黄
砂
の
飛
来
が
日
本
各
地

で
報
告
さ
れ
た
。黄
砂
は
ゴ
ビ
砂
漠
、

タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
、
黄
土
高
原
等

の
砂
が
強
風
で
上
空
に
舞
い
上
が
る

こ
と
に
よ
り
発
生
す
る
が
、
今
年
は

雨
が
少
な
く
乾
燥
し
た
た
め
例
年
よ

り
も
砂
が
舞
い
上
が
り
や
す
か
っ
た

ら
し
い
。
北
京
で
も
今
年
は
特
に
被
害
が
大
き

か
っ
た
と
報
道
さ
れ
た
。
中
国
で
耕
作
地
や
放

牧
地
の
開
発
が
進
ん
だ
た
め
、
近
年
黄
砂
の
規

模
が
大
き
く
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
黄

砂
の
飛
来
は
古
く
か
ら
記
録
が
あ
る
。
中
国
で

は
紀
元
前
１
１
５
０
年
の
歴
史
書
に
登
場
し
、

韓
国
で
は
新
羅
の
時
代
に
天
の
神
様
の
怒
り
と

恐
れ
ら
れ
、
日
本
で
も
江
戸
時
代
に
は
泥
雨
、

赤
雪
、
黄
雪
と
し
て
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
と

い
う
。
地
質
調
査
で
は
数
万
年
前
に
日
本
に
飛

来
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
ら
し
い
。
○
中
国

政
府
は
砂
漠
緑
化
や
植
林
に
力
を
入
れ
て
い
る

が
、
息
の
長
い
努
力
が
必
要
で
あ
る
。
日
本
も

Ｏ
Ｄ
Ａ
や
民
間
の
取
組
で
長
年
中
国
の
荒
廃
地

の
緑
化
に
協
力
し
て
い
る
。
植
林
面
積
だ
け
見

る
と
中
国
は
植
林
大
国
で
毎
年
の
森
林
面
積
の

増
加
は
世
界
一
で
あ
る
。
○
と
こ
ろ
で
地
球
温

暖
化
は
黄
砂
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の

だ
ろ
う
か
。
中
国
内
陸
部
の
雪
解
け
が
早
ま
る

と
黄
砂
は
早
く
飛
来
す
る
の
か
。
湿
潤
な
夏
が

早
く
来
る
と
黄
砂
の
飛
来
も
早
く
収
束
す
る
の

か
。
ま
た
世
界
的
な
砂
漠
化
の
進
行
は
地
球
温

暖
化
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
だ
ろ
う

か
。
サ
ハ
ラ
砂
漠
な
ど
世
界
中
の
砂
漠
か
ら
捲

き
上
げ
ら
れ
る
砂
の
粒
子
は
温
室
効
果
ガ
ス
の

よ
う
に
地
上
か
ら
の
熱
の
発
散
を
遮
り
温
暖
化

を
促
進
す
る
の
だ
ろ
う
か
、
反
対
に
太
陽
の
光

を
反
射
し
て
地
上
に
届
く
熱
量
を
減
少
さ
せ
温

暖
化
を
抑
制
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

雑 記 帳

ま
で
立
米
当
た
り
13
万
円
台
の
高
値
を
維
持
し

て
い
た
が
、
そ
の
後
価
格
は
低
下
し
、
２
０
２

３
年
３
月
現
在
に
は
１
０
１
、８
０
０
円
と

な
っ
た
。
２
０
２
３
年
３
月
現
在
、
ス
ギ
ヒ
ノ

キ
と
も
に
、
２
０
２
１
年
３
月
以
前
の
長
期
的

な
価
格
と
比
較
す
る
と
高
い
水
準
を
維
持
し
て

い
る
。

○
間
柱
価
格

ス
ギ
と
ホ
ワ
イ
ト
ウ
ッ
ド
の
間
柱
価
格
に
つ

い
て
は
、
ス
ギ
間
柱
は
２
０
２
１
年
末
頃
か
ら

徐
々
に
値
を
下
げ
た
の
に
対
し
、
ホ
ワ
イ
ト

ウ
ッ
ド
間
柱
は
２
０
２
２
年
の
夏
ま
で
価
格
が

上
昇
し
、
ス
ギ
間
柱
よ
り
高
値
と
な
っ
た
。
し

か
し
、
そ
の
後
急
激
に
値
を
下
げ
、
２
０
２
３

年
３
月
時
点
で
は
約
１
０
、０
０
０
円
／
㎥
と

な
り
、ス
ギ
と
同
程
度
の
価
格
と
な
っ
て
い
る
。
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